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視覚と味覚から学ぶ食教育プログラムの展開
――野菜摂取をテーマとした「食べる授業」の 

実践と児童への効果――
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A dietary educational program with visual aids and tasting is described to reduce the negative image of vegetables 
and encourage children to eat more vegetables.　We ran this dietary educational program named “eating experience 
class” (a 45-min lecture + 90-min practicum) to 4 classes of sixth graders in elementary school (n = 133).　The effects 
of this dietary education were assessed by investigating the children’s attitude and motivation to eat their least favorite 
vegetables and their experience of vegetable cooking at home with questionnaires presented before and after the 
period of dietary education.　The questionnaire involved a visual analog scale (VAS) to observe a slight change in the 
negative image of vegetables.　The results demonstrated that about twenty children (18.7%) tried to eat more 
vegetables, and VAS scores showed a significant reduction in the negative image for 16 of 20 vegetables.　A 
significant change in vegetable cooking experience at home was also observed after the dietary education program 
(p < 0.001).　This program could help children to improve their image of vegetables, and induce the motivation to eat 
and cook vegetables.　The VAS principle may be a sensitive method to assess a slight change in the negative image 
of vegetables in children.
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緒　　　　　言
　飽食の時代と言われる現代，児童の食への興味・関心
が薄れ，新しい食体験や苦手な食品へチャレンジしよう
という意欲の低下が危ぶまれている１）。児童が給食を残す
原因の１位が「きらいなものがあるから」であり，嫌い
な食品の上位１０品目のうち７品目が野菜である２） という
調査結果は，児童の多くが野菜を苦手に感じていること
を示しており，児童の野菜摂取頻度の少なさや野菜独特
の味がその原因であることを示唆する報告もある３）。以上
の背景から，児童の食体験を豊かに広げることを目指す
食教育は意義深いと考えられるが，それには，児童の
“まずい・おいしくない”という先入観や固定観念への対
処が，教育プログラム創出における基本的な課題となっ
ている。
　ところで，教育方法論において，児童の興味と関心，
学習意欲の喚起をはかるためには，“予想外の事実への驚
き”を与えることが効果的であるとされている４）。野菜摂
取をテーマとする場合は，“苦手な野菜のおいしさの発
見”が児童の予想外の事実となるような食教育プログラ
ムによって，“野菜はおいしくない”という先入観や固定
観念を転換させ，“方法によってはおいしく食べることが
できる”との気づきから“食べてみよう”という意欲へ，
そして“実際に食べる”という行動へとつながることが
期待できると考えられる。そこで，既存の『食べる授業』
の授業実践５，６）にも学びながら，野菜特有の色（視覚）
と味（味覚）に着目した教材と食教育プログラムを作成
した。
　本研究では，児童の野菜への苦手意識を減じ，積極的
に野菜を摂取することを目的として，視覚と味覚を通じ
て野菜について印象的に学ぶ食教育を公立小学校に在籍
する６年生に実施した。食教育の前後の質問紙調査によ
りその効果の評価を試みるとともに，児童の野菜への 
苦手意識の変化を感度良く捉えるためのビジュアルアナ
ログスケール（VAS）評価法の有用性についても検討し
た。

方　　　　　法
１．  対 象

　兵庫県姫路市の公立小学校に在籍する６年生１３３名（男
７０名／女６３名）を対象とした。なお，本研究方法や個人
データの取り扱いが個人情報やプライバシー保護の観点
から適切であるかどうかについては，岡山県立大学倫理
委員会の審査を受け承認を得た。また，全てのデータは
番号で匿名化し，氏名－番号対照表も小学校で保存した。
２． 研究デザイン

　研究デザインは，前後比較デザインとした（図１）。６
年生（４クラス）に，野菜の色に着目した授業を４５分間，

及び野菜の味に着目した実験実習を９０分間行い，終了時
に児童が家庭で野菜料理を作るための“野菜料理のレシ
ピ”を配布した。食教育の評価は， １）苦手な野菜を食
べてみようとする意欲， ２）給食でよく出される上位２０
種類の野菜への苦手意識（VASによりスコア化），及び
３）家庭での野菜調理体験の３点で行い， １）と２）は食
教育前後の質問紙調査， ３）は食教育前と夏休み後の質問
紙調査の結果を比較した。
３． 食教育の内容

　２回の食教育の概要を付表１， ２に示した。第１回は
「野菜摂取の必要性を感覚的かつ栄養学的に理解する」こ
とを目的として，野菜特有の「色」に着目して，体の中
での働き，摂取したい量，野菜のチーム分けなどについ
て，実物教材や視覚教材を用いた学習を行った。第２回
は「簡単な野菜料理を自分で調理できるスキルを身につ
ける」ことを目的として，野菜特有の「味」に着目し，
加熱時間により野菜の味が徐々に甘くなる過程を体験す
る実験や，子どもが喜ぶ料理として試作と改良を重ねた
２種類のピーマン料理の実習と試食を行った。食教育は，
小学校栄養教諭１名，家庭科教諭１名，岡山県立大学教
員（管理栄養士）１名，同大学院生（管理栄養士）１名，
同大学管理栄養士課程４年次生４名の計８名で担当した。
各回ともに，「野菜はまずい・おいしくない」という児童
の先入観や固定観念を，視覚と味覚を介した体験学習を
通じて覆し，食べてみようという意欲につながることを
目指し，学校関係者らとともに教材と指導案を練り上げ
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図１　研究デザイン

６年生児童を対象とした食教育の効果を，前後比較で検討した。



た。さらに終了時に各児童に，食教育を受けた証である
「８３１（野菜）マスター証書」を手渡し，家族や下の学年
の児童へ野菜の良さを伝える伝達者となって欲しいこと
を伝えた。
４． 食教育前後の質問紙調査

（１）苦手な野菜を食べてみようとする意欲
　給食で一番苦手な野菜が出た時の気持ちを，①全く食
べたくない，②少しだけでも食べてみよう，③半分くら
いまで食べてみよう，④全部食べてみよう，の選択肢で
尋ねた。
（２）野菜に対する苦手意識
　野菜に対する苦手意識は，給食での使用頻度の高い２０

品目の野菜（にんじん，たまねぎ，ねぎ，キャベツ，た
けのこ，ほうれんそう，さやいんげん，とうもろこし，
もやし，はくさい，セロリ，グリーンピース，ごぼう，
だいこん，きゅうり，ピーマン，にら，れんこん，チン
ゲンサイ，トマト）を事前に調査し，各野菜への苦手意
識を １００ mm長さのスケール上に児童が×印で記入し，
起点から×印までの距離（mm）をスコアとする VASで
調査した（付図）。
５． VASによる主観的嗜好の評価

　VASは，患者の痛みの程度を数値化する臨床評価指標
であるが７），近年では，食品研究分野における満腹感・空
腹感８～１０），おいしさや嗜好性の主観的評価８）にも用いら

（５３）
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付表１　視覚と味覚から学ぶ食教育　第１回指導案

目と舌の感覚をとぎすませて野菜のひみつとおいしさを学ぼう１（４５分）本時の題目

野菜摂取の必要性を感覚的かつ栄養学的に理解する本時のねらい

野菜摂取への意欲，苦手意識の改善評価の観点

準備・資料指導上の留意点（○），評価の観点（評）学　習　活　動

・朝食例の写真

・旭陽小６年生の苦手
な野菜ランキング
・デジタル秤
・１０種類の野菜
　（きゅうり，なす，
にんじん，ピーマ
ン，かぼちゃ，ミニ
トマト，れんこん，
紫キャベツ，キャベ
ツ，ブロッコリー）
・旭陽小６年生の苦手
な野菜ランキング

・色の名前と体の中で
の働きワークシート

・「改善」前後の朝食
の写真
・めざせ８３１マスター
の文字
・感想カード

○朝食例の写真を見て，どの写真が好ましい朝食例かを
答える。簡単な朝食では，野菜が抜けやすいことに気
づかせる。

○事前調査の結果から，６年生の苦手な野菜「１－５位」
を提示し，空欄を予測させる。
○１日に食べるとよい野菜の量を目で確認する。
（評）１日に食べたい野菜の量を理解する。
○児童の考えで，「色の濃い野菜」と「その他の野菜」に
分類する。時間を決めて行う。
○まちがいに気づかせることで印象が鮮明になる。
（評）野菜を正しく２種類のチーム（色の濃い野菜とその

他の野菜）に分けることができる。

○２～５位の野菜が「色の濃い野菜」に分類されること
を気づかせる。

○何の野菜かを判断する為に，形だけでなく色が重要な
情報になっていることに気づかせる。
○野菜の色（黄，緑，赤，紫）には，それぞれ体にとっ
て良い働きがあり，だからこそ好き嫌いせずに「色い・・

ろな・・野菜」を食べることが大事であることを理解させ
る。

（評）野菜の色は体にとってよい働きを有することを理解
する。

○簡単になりがちな朝ごはんこそ，野菜が抜けないよう
にすることが大事だということを，実例をもとに理解
させる。

（評）授業で学んだことや感想を書いたり発表することが
できる。

導入

●簡単な朝食で抜けやすい食品は？

展開

●苦手野菜ランキング発表
●３００ｇで色とりどりの野菜もりを作ろう

●野菜を２つのチームに分けてみよう
・予備知識なしに，トレイの野菜を「色の
濃い野菜」と「その他の野菜」の皿に分
類する。
・実演を交えた見分け方の説明を聞き，間
違っていた野菜を分類しなおす。
●苦手野菜ランキング
・再び苦手ランキングを見せ， ランキング
の野菜がどちらのチームに分類される
　か考える。
●クイズ‘色いろ’

●８３１（野菜）はかせ登場
・８３１（野菜）博士が説明する。写真の野
菜の色（黄，緑，赤，紫）自体にも，体
によい働きがある，ということを理解す
る。

まとめ　朝食が変わったよ！

・最初に見せた朝食写真のうち，栄養バラ
ンスが良くなかった例を再び見せる。し
かし，学習により朝食が改善したことを
告げ，改善後の朝食写真を見せる。
・次回の予告をする



れている。本研究においても，児童の野菜に対する苦手
意識の変化は，“好きか嫌いか”の二者択一よりも VAS
のほうが感度良く捉えられると考え，評価に使用した。
なお，VASは通常，１００ mmの水平なスケールの左端に
「○○なし」，右端に「これ以上の○○はない」とのみ記
載されたシンプルなものであるが，小児対象の VASを用
いた研究９）や小児看護の現場１１）では，小児の理解度に合
わせた “VAS変法”が用いられており，本研究でも付図
のように，追加説明と縦のラインを加えた VAS変法にあ
たる様式を作成した。

６． 家庭での野菜調理体験に関する調査

　食教育前と夏休み後に質問紙調査を行い，最近１か月
以内に家で野菜料理を作ったかどうかを，①作った，
②作らなかった，の選択肢で尋ねた。
７． 統計解析

　統計処理には SPSS ver. １７．０ for Windowsを用いた。
食教育前後の野菜に対する苦手意識（VASスコア）の比
較には対応のある t検定を，家庭での野菜料理体験の比
較には McNemer検定を用いた。統計的有意水準は p＜
０．０５とした。
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付表２　視覚と味覚から学ぶ食教育　第２回指導案

目と舌の感覚をとぎすませて野菜のひみつとおいしさを学ぼう２（９０分）本時の題目

簡単な野菜料理を自分で調理できるスキルを身につける。本時のねらい

夏休み中に簡単な野菜料理を自分で作る評価の観点

準備・資料指導上の留意点（○），評価の観点（評）学　習　活　動

・野菜写真カード
・「色の濃い野菜」，「そ
の他の野菜」と書か
れたカード

・ピーマンの炒め物
　（０分， ３分， ７分）
・たまねぎの炒め物
　（０分， ５分，１５分）
・水またはお茶
・箸，消毒綿
・ワークシート
・味の変化を記入
・手早く調理できるよ
う，材料の計量と必
要な調理器具の用意
を済ませておく。
・調理器具，皿
・材料・調味料
・アルミホイル，箸
・レシピ集

・感想カード

・『８３１（野菜）マスター
証書』

○前回学習した，「色の濃い野菜」と「その他の野菜」
を，野菜写真カードを見せ，どちらに分類できるのか
答えさせることで理解度を確認する。

（評）野菜を，「色の濃い野菜」と「その他の野菜」に分
類することができる。

○加熱時間を変えて調理した２種類の「においの強い野
菜（ピーマン，たまねぎ）」を班ごとに試食し ,加熱の
時間が異なることにより，味がどのように変化してい
るかを発表する。
○衛生上， ０分加熱（生）の野菜は匂いを嗅ぐのみとし，
試食は火の通った野菜のみにする。

（評）野菜をおいしくする“裏ワザ”は「加熱の時間」で
あることを実際の試食をとおして体感する。

○調理の過程を写真でみせるパワーポイントと実演に
よって，作り方をみなくても調理の過程をイメージで
きるようにする。

（評）苦手な野菜ランキング４位のピーマンも，“加熱の
時間”の裏ワザで美味しくなることを体験的に理解
する。

○手作りの野菜メニュー集“ピーマンレシピ”を配布し，
どの料理も加熱の時間の裏ワザを用いたおいしい料理
であり，家で作ってみることをすすめる。

（評）調理実習したピーマン料理以外にもおいしい料理が
あることを知り家でも野菜の料理を作ってみようと
いう意欲を持つ。

○授業のキーワードを「おさらい」することによって，
加熱調理により，においの強い野菜が甘く軟らかくな
り，おいしく食べられるようになったこと思い起こさ
せ，「感想カード」の記入につなげる。

（評）授業で学んだこと，感じたことを「日常の食生活」
を振り返りながら発表することが出来る。

○２回の教室を受けて，８３１（野菜）マスターになったこ
と，マスターの使命は「友人やきょうだい，親などへ
の“伝達者”であること」も一緒に伝える。

（評）「学んだことを誰かに伝えよう」という意欲を持つ。

導入

●覚えているかな？
・前回の授業のポイントを思い出す。

展開

●野菜をおいしくするひみつは？

●美味しいピーマン料理を作ろう
・試食タイム
・感想の発表

●ピーマンレシピ配布

まとめ

●おさらい
・キーワード“加熱の時間”を復習する。
●感想カード記入
●『８３１（野菜）マスター証書』授与
・児童一人ひとりに『マスター証書』を授
与することにより「学習の達成感」をも
たせると同時に今後の意欲化をはかる。



結　　　　　果
１． 苦手な野菜を食べてみようとする意欲の変化

　“学校給食に一番苦手な野菜が出された時の気持ち”が
食教育を受けた後にどのように変化したかを表１に示し
た。食教育の前後ともに「全部食べてみよう」と答えた
“意欲良好群”が３４名（３１．８％），「一口も食べたくない」
から「少しだけでも・半分くらいまで・全部食べてみよ
う」，あるいは「少しだけ」から「半分・全部」に，「半
分」から「全部」へと好ましいほうに変化した“意欲改
善群”が２０名（１８．７％），「１口も食べたくない」あるい
は「少しだけ・半分くらいまで食べてみよう」のまま変

わらなかった“変化なし群”が３８名（３５．５％），意欲改善
群と逆の変化を示した“意欲低下群”が１５名（１４．０％）
であった。２回の食教育の実施直後には，約２割の児童
に意欲の改善が認められた一方で，意欲には変化がな
かった児童や低下した児童が約半数に認められた。
２． 野菜に対する苦手意識の変化

　図２は，食教育実施前後の児童の野菜に対する苦手意
識（VASスコア）の変化を，給食に出る頻度の高い野菜
２０品目について示したものであり，スコアが高いほどそ
の野菜に対する苦手意識が高いことを意味している。全
体では，２０品目中１６品目で VASの有意な低下が認められ
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表１　苦手な野菜でも食べてみようとする意欲の変化１

人数（％）実施後→食教育実施前分　類２

 ３４（ ３１．８）④→④意欲良好群

 ２０（ １８．７）②または③または④→①意欲改善群
③または④→②
④→③

 ３８（ ３５．５）①→①変化なし群
②→②
③→③

 １５（ １４．０）①→②意欲低下群
②または①→③
③または②または①→④

１０７（１００．０）３合　計
１ 食教育実施前後の質問紙調査で，学校給食に児童が一番苦手な野菜が出され
た時の気持ちについて，①一口も食べたくない，②少しだけでも食べてみ
よう，③半分くらいまで食べてみよう，④全部食べてみよう，の中から最
もあてはまるもの１つを児童が選択した。

２ 食教育実施前後の回答から４群に分類した。
３ 無回答１７名を除いた。

付図　野菜への苦手意識に関する質問紙

　児童の野菜への苦手意識を定量的に調べるために，給食で使用頻度の高い野菜
２０品目のVASを作成した。スケールの０を「大好き」，１００を「大きらい」とした
全長 １００ mmのスケール上に児童が×印を記入し， ０から×印までの長さ（mm）
を VASスコアとした。



た。食教育で取り上げた野菜（図 ２A）では７品目中６品
目で，取り上げなかった野菜（図 ２B）では１３品目中１０品
目で VASの有意な低下が認められた。食教育のキャラク
ターや実験実習材料として中心的に取りあげたピーマン
のスコア値は，２０品目中で最大の低下幅を示した。
３． 家庭での野菜調理体験

　「最近１か月以内に家で野菜料理を作った」と答えた児
童の割合は，食教育実施前の１４．４％から，食教育実施後
（夏休み後）には４２．７％に増加した。児童の家庭での野菜
料理体験には，食教育前後で有意な変化が認められた
（作った→作った；１２名，作った→作らなかった；６名，
作らなかった→作った；４１名，作らなかった→作らな
かった；６５名，p＜０．００１）。

考　　　　　察
　本研究の主要な結果は次の３点である。食教育実施後

には， １）約２割の児童に苦手な野菜でも食べてみよう
という意欲改善が認められた， ２）VASでスコア化した
野菜への苦手意識は，調査した２０品目中１６品目で有意に
減少し，中でも中心的に取りあげたピーマンのスコア値
低下が顕著であった， ３）児童の家庭での野菜料理体験
には，食教育前後で有意な変化が認められた。
１． 視覚と味覚から学ぶ 食教育プログラムの展開とそ

の教授学的視点

　本研究では，食教育の効果を高めるために， １）視覚，
味覚を通じて学ぶという学習形態， ２）“概念くだき”と
“ゆさぶり”という教授学的視点，という２つの視点よ
り，野菜特有の色（視覚）と味（味覚）に着目した教材
と食教育プログラムを作成した。
　視覚，味覚を通じて学ぶ学習形態は，フランスのピュ
イゼ・メソッドに基づく「味覚の授業」１２）に始まり，日
本にも，三國１３）や内坂１４）により伝えられている。「味覚

（５６）
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図２　野菜への苦手意識（VASスコア）の変化

Ａ，食教育で取り上げた野菜
Ｂ，食教育で取り上げなかった野菜
　平均値±標準偏差。***p＜０．００１，**p＜０．０１，*p＜０．０５，対応のある t検定 （食教育実施前 vs. 実施後）。食教育
への欠席者を除く１２５名のデータ（解析不能の回答を除外した結果，ほうれんそう・さやえんどう・トマトは n＝１２４，
にら，レンコンは n＝１２３，チンゲンサイは n＝１２１，セロリは n＝１１８ であった）。VASスコアが大きいほど，その野
菜への苦手意識が強いことを示している。



の授業」で感覚が目覚めた子どもたちには，食物をじっ
くり味わって食べる，料理に興味を抱くなどの好ましい
効果が確認されていることから１２～１４），本研究において
も，視覚と味覚を通じて学ぶ学習形態を導入することが
有効であると考えられた。実際，食教育では，子どもの
集中力がとぎれず，新しい発見に喜び，授業を受けたク
ラスからまだ受けていないクラスへと評判が伝わり授業
を心待ちにする児童も多くみられ，客観的な評価指標の
結果からも，視覚と味覚を通じて学ぶ食教育の有用性が
示唆されたものと考えられる。
　もう一方の視点である“概念くだき”と“ゆさぶり”
は １９５０年代に教育界を風靡した言葉であり１５），現在の教
育界で称されている「教材づくりのネタ」，「教材発掘」，
「概念を崩す」等と類義であり４），児童を既成概念から抜
け出させ，より新しく高い理解へと導く教師側の手立て
である１５）。本研究では，“野菜はおいしくない（どのよう
に料理してもきっと食べられないだろう）”，という児童
の概念をくだくために，「時間をかけて加熱すると苦みや
匂いが減じ甘くなる」ことが実感できる実験教材や，試
作を繰り返しておいしさを追求した野菜料理を作って食
べるという体験型教材を用いた。「おそるおそる口に入れ
た児童が，意外なおいしさに一瞬で表情が変わる」―この
経験こそが本研究で意図した“概念くだき”であり，児
童の学習内容定着と実生活での実践につながったものと
考えられる。
２． 野菜への苦手意識の変化

　室田１６）は，子どもの偏食について，何とかして食べさ
せようとする母の情緒や態度が食物への新たな抵抗感を
生じさせる，つまり「させよう」とするほど子ども側に
自己防衛反応が惹起され，結果として「食べない」とい
うマイナス行動が起こることを指摘している。逆に「食
べてみたい」というプラス行動は，自発性や好奇心，積
極性，安心感などが周囲の大人たちとのかかわりによっ
てもたらされる時に生じるとも述べている１６）。本研究に
おいても，児童を否定したり強制したりせず，“概念くだ
き”や体験重視で楽しく学ぶ教室の雰囲気の中で，児童
の自発的な「苦手だけど食べてみよう」という意欲が惹
起されたのではないかと考えられる。
　また，食教育で取り上げる食品と年齢の関係について，
二木１７）は，ピーマン，にんじん，たまねぎなどの味と匂
いにくせがある野菜は，咀嚼のような身体的適応のみで
なく，「栄養の知識が身につく」年齢（概ね１２歳）になら
なければ精神的に適応できないと述べている。本研究の
ように，ピーマンなどの味と匂いにくせのある野菜を取
り上げた食教育で６年生を対象としたことは，発達栄養
行動学的観点からみて適切な時期だったと考えられ，こ
のことも児童の野菜の苦手意識の改善に寄与した一因で

あると考えられる。
　ところで， VASで評価した野菜に対する苦手意識は総
じて減少したが，一番苦手な野菜を食べてみようとする
意欲は，約２割の児童に改善が認められた一方で，変化
なし群・意欲低下群も約５割の児童に認められている。
以上の結果は，本研究で実施した２回の食教育は，野菜
全般への苦手意識を減じる効果はあったものの，最も苦
手な野菜を食べてみようと思えるほどの決意に至らしめ
る効果は十分でなかったことを示していると考えられる。
児童が苦手な食品を有していることは，味覚上，発達過
程において自然なことである１６，１７）。しかし，特定の食
品・食品群への強い苦手意識の中には，食体験の不足や，
飽食の時代の中で好みに合わない食品を敢えて食べよう
とする意欲が低下していることなどから生じている部分
もあると考えられる。おいしさの発見や楽しく学ぶ工夫
によって，児童の食体験を豊かにし，“食べてみようとい
う意欲”を高めることのできる食教育プログラムと教材
の蓄積が望まれる。
３． 苦手意識の評価方法としての VASの有用性

　児童の嗜好や偏食に関する調査では，「どれくらい苦手
か」という尺度は「好き」か「嫌い」かの二者択一か，
嫌いの度合いを１－５など数段階の程度で答える間隔尺
度による評価が用いられることが多い。本研究では，介
入回数が２回で，介入者も校外の者であることから，嗜
好の変化の度合いは小さいと予測し，栄養教育分野では
珍しいVASを用いることとした。VASは尺度法よりも細
やかな表現が可能であり，食品研究分野では満腹感や空
腹感以外にも，匂いや味の「おいしさ」の評価指標とし
て，その再現性と有用性が報告されているほか８，１８），幸福
感や満足度などの気分の評価にも用いられている１９）。本
研究で， ８割の野菜でスコア値が有意に低下していたこ
とは，食教育後の給食の野菜残菜の減少や，担任からの
「○○君が野菜を食べるようになりました」という報告と
も矛盾しない結果となっている。加えて，食教育の実験
実習で中心的に用いたピーマンで最もスコア値低下が顕
著であったことも，苦手意識を評価するうえでの VASの
有用性を示唆していると考えられる。
　一方で，対照群との比較がないことや，「苦手意識を持
つべきではない，苦手意識を持たないことが正しいこと」
という，真の目的以外の教育効果による変化が起こった
可能性が否定できないことが，本研究の問題点として挙
げられる。今後は，対照群の設定や，VASスコアと複数
の客観的指標（例として個別の給食残食調査等）とを組
み合わせた評価を行うことが課題である。
４． 今後の課題

　交絡因子を排して栄養教育の効果を評価するためには，
介入群と対照群をランダムに設定する無作為割付介入試
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験（Randomized Control Trial: RCT）２０）の実施が望まし
く，教育現場での無作為化が困難な場合でも，教育効果
の科学的評価のためには対照群との比較が必要である。
本研究を予備試験と位置付け，今後は異なる学校で介入
群・対照群を設定して教授学の視点に基づいた食教育を
実施し，その評価を行うことを検討課題としたい。

ま　　と　　め
　視覚と味覚を通じて野菜について印象的に学ぶ教材と
食教育プログラムを作成し，小学６年生（n＝１３３）に２
回の食教育（授業４５分＋実習９０分）を実施した。前後に
児童への質問紙調査を行い，苦手な野菜でも食べてみよ
うとする意欲， VASを用いた苦手意識の変化，及び家で
の野菜料理体験を食教育の前後で比較した。食教育実施
後は，約２割の児童に苦手な野菜でも食べてみようとす
る意欲の改善が認められ，野菜への苦手意識（VASスコ
ア）は， ２０品目中１６品目で有意に低下した。家庭での野
菜料理体験には，食教育前後で有意な変化が認められた。
結論として，野菜の色と味に着目した食教育が児童の野
菜への苦手意識を減じ，食べてみようという摂取意欲を
高め，さらに調理行動を惹起する効果を有すること，及
び僅かな苦手意識の変化を感度よく反映できる評価方法
として VASの有用性が示唆された。
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